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						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページは検証済みです
二十九日。島田を訪ふ。小倉、妻木、加治等在り。小倉は自ら政治學を修むと稱する少年なり。妻木は建築家、加治は畫工なり。

三十日。夜隈川の家にて日本料理を喫す。

五月一日。野田豁通を訪ひて逢はず。

二日。菌學月會始まる。フランク Frank とフレンケル Fraenkel と講師たり。此日レンク Renk に大學衞生部に逢ふ。レンク素とペツテンコオフエル師の助手たり。今ヲルフヒユウゲルに代りて衞生衙門內の一地位を占む。

六日。石坂の書至る。

七日。靑山、佐藤（三吉）二氏の歸途に上るを送らんとて、「クレツテ」Klette と云ふ洒店 (Karlstrasse) に會す。

八日（日曜)。午后ルイイゼ街 Louisenstrasse を逍遥す。偶〻ロオト Roth の車に上るを見る。其伯林に在るを知るなり。日暮谷口とロオトを其客舍に訪ふ。年報の事を話す。

十二日。石黑渡來の密報來る。途にゴレビエウスキイ Golebiewsky に逢ふ。元と索遜の軍醫たり。譾劣浮薄にして祿を失ふ。今伯林に開業す。

十三日。靑山を送りて佛特力街停車塲に至る。

十四日。家書至る。

二十四日。コツホ師諸生を導きてストララウ Stralau に至る。水道の源を觀る。余北里、隈川等と與る。歸途ルムメルスブルヒ Rummelsburg に至る。地小湖に枕む。景致愛す可し。一群の遊人あり。男女相半す。迷藏の戲を爲す。傍若無人。余儕呆然たり。

二十五日。夜菌學講習生議してフランク、フレンケルの二講師を
ミユンヘン釀屋 Muenchenerbraeu (Franzoesische Strasse) に招き、饗應す。
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